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第５期土浦市障害福祉計画・
土浦市障害児福祉計画
（概要版）
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[image: ]Ⅰ (いち)　この計画 (けいかく)について




策定 (さくてい)の背景 (はいけい)と趣旨 (しゅし)




◇国 (くに)の障害者 (しょうがいしゃ)施策 (しさく)においては，「障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)」の施行 (しこう)や，様々 (さまざま)な関連 (かんれん)制度 (せいど)の改正 (かいせい)に加 (くわ)え，第 (だい)５期 (き)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)の策定 (さくてい)に向 (む)けた基本 (きほん)指針 (ししん)では，障害児 (しょうがいじ)支援 (しえん)の一層 (いっそう)の充実 (じゅうじつ)を図 (はか)るため，市町村 (しちょうそん)に「障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」の策定 (さくてい)が義務付 (ぎむづ)けられました。
◇県 (けん)では，「新 (しん)いばらき障害者 (しょうがいしゃ)プラン (ぷらん)」や「障害 (しょうがい)のある人 (ひと)もない人 (ひと)も共 (とも)に歩 (あゆ)み幸 (しあわ)せに暮 (くら)らすための茨城県 (いばらきけん)づくり条例 (じょうれい)」を制定 (せいてい)するなど，県民 (けんみん)すべてが相互 (そうご)に人格 (じんかく)と個性 (こせい)を尊重 (そんちょう)し合 (あ)いながら共 (とも)に生 (い)きる社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)を目指 (めざ)しています。
◇以上 (いじょう)のような社会 (しゃかい)情勢 (じょうせい)の変化 (へんか)などに的確 (てきかく)に対応 (たいおう)し，障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)施策 (しさく)の一層 (いっそう)の推進 (すいしん)を図 (はか)るため，新 (あら)たに「障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」を含 (ふく)めた「第 (だい)５期 (き)土浦市 (つちうらし)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・土浦市 (つちうらし)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」を策定 (さくてい)します。


計画 (けいかく)の期間 (きかん)と対象 (たいしょう)



●計画 (けいかく)の期間 (きかん)
「土浦市 (つちうらし)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)（第５期 (だい　き)）」及び (およ　　)「土浦市 (つちうらし)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」の期間 (きかん)は平成 (へいせい)30年度 (ねんど)から平成 (へいせい)32年度 (ねんど)までの３年間 (　　ねんかん)とします。
なお，「土浦市 (つちうらし)障害者 (しょうがいしゃ)計画 (けいかく)（後期 (こうき)計画 (けいかく)）」の期間 (きかん)は，平成 (へいせい)27年度 (ねんど)から平成 (へいせい)32年度 (ねんど)までの６年間 (　　ねんかん)となっています。
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度
	平成31年度
	平成32年度

	土浦市 (つちうらし)障害 (しょうがい)者 (しゃ)計画 (けいかく)【後期 (こうき)計画 (けいかく)】
（平成 (へいせい)27～32年度 (ねんど)）

	第 (だい)４期 (き)土浦市 (つちうらし)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
[bookmark: _GoBack]（平成 (へいせい)27～29年度 (ねんど)）
	第 (だい)５期 (き)土浦市 (つちうらし)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
（平成 (へいせい)30～32年度 (　　　ねんど)）

	
	
	
	【新規 (しんき)】第 (だい)１期 (き)土浦市 (つちうらし)障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
（平成 (へいせい)30～32年度 (　　　ねんど)）



●計画 (けいかく)の対象 (たいしょう)
この計画 (けいかく)における「障害者 (しょうがいしゃ)」とは，障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援法 (しえんほう)における障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)の対象 (たいしょう)となる「身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)福祉法 (ふくしほう)」に規定 (きてい)する身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)，「知的 (ちてき)障害者 (しょうがいしゃ)福祉法 (ふくしほう)」に規定 (きてい)する知的 (ちてき)障害者 (しょうがいしゃ)のうち18歳 (　　さい)以上 (いじょう)である者 (もの)，「精神 (せいしん)保健 (ほけん)及び (およ　　)精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)福祉 (ふくし)に関する (かん　　　)法律 (ほうりつ)」に規定 (きてい)する精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)（発達 (はったつ)障害者 (しょうがいしゃ)支援法 (しえんほう)に規定 (きてい)する発達 (はったつ)障害 (しょうがい)者 (しゃ)を含み (ふく　　)知的 (ちてき)障害者 (しょうがいしゃ)を除く (のぞ　　)）のうち18歳 (　　さい)以上 (いじょう)である者 (もの)，治療方法 (ちりょうほうほう)が確立 (かくりつ)していない疾病 (しっぺい)その他 (た)の特殊 (とくしゅ)な疾病 (しっぺい)であって政令 (せいれい)で定める (さだ　　　　)ものによる障害 (しょうがい)の程度 (ていど)が厚生 (こうせい)労働 (ろうどう)大臣 (だいじん)が定める (さだ　　　　)程度 (ていど)である者 (もの)であって18歳 (　　さい)以上 (いじょう)である者 (もの)をいいます。また，「障害児 (しょうがいじ)」とは，「児童 (じどう)福祉法 (ふくしほう)第４条 (だい　じょう)第２項 (だい　　こう)」に規定 (きてい)する障害児 (しょうがいじ)をいいます。
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策定 (さくてい)の経緯 (けいい)



●策定 (さくてい)の体制 (たいせい)と市民 (しみん)意見 (いけん)の反映 (はんえい)
計画 (けいかく)の策定 (さくてい)にあたっては，公募 (こうぼ)市民 (しみん)，障害者 (しょうがいしゃ)団体 (だんたい)及 (およ)び関係 (かんけい)機関 (きかん)等 (とう)の役職員 (やくしょくいん)，学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)，民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)等 (とう)により構成 (こうせい)する「土浦市 (つちうらし)障害者 (しょうがいしゃ)計画 (けいかく)策定 (さくてい)委員会 (いいんかい)」において，計画 (けいかく)内容 (ないよう)などについて検討 (けんとう)・審議 (しんぎ)を行 (おこな)いました。
平成 (へいせい)29年 (ねん)７～８月 (がつ)にはアンケート (あんけーと)調査 (ちょうさ)（障害者 (しょうがいしゃ)・障害児 (しょうがいじ)・事業所 (じぎょうしょ)・事業所 (じぎょうしょ)職員 (しょくいん)）と，障害者 (しょうがいしゃ)団体 (だんたい)ヒアリング (ひありんぐ)調査 (ちょうさ)を実施 (じっし)し，計画 (けいかく)策定 (さくてい)の基礎 (きそ)資料 (しりょう)としています。その他 (ほか)，「土浦市 (つちうらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)」へ意見 (いけん)を求 (もと)めたほか，市民 (しみん)の意見 (いけん)を広 (ひろ)く募 (つの)って計画 (けいかく)に反映 (はんえい)させるため，パブリック (ぱぶりっく)・コメント (こめんと)を実施 (じっし)しました。

●調査 (ちょうさ)を通じて (つう　　　)整理 (せいり)された課題 (かだい)
	◇障害者数 (しょうがいしゃすう)の増加 (ぞうか)への対応 (たいおう)が課題 (かだい)
障害者数 (しょうがいしゃすう)及 (およ)び総人口 (そうじんこう)に占 (し)める障害者 (しょうがいしゃ)の割合 (わりあい)は微増 (びぞう)傾向 (けいこう)にあります。市 (し)人口 (じんこう)の高齢化 (こうれいか)，人口 (じんこう)減少 (げんしょう)が進 (すす)んでいく中 (なか)で，どのように支 (ささ)えあっていくかが，市 (し)と市民 (しみん)との共通 (きょうつう)課題 (かだい)となってきています。
◇多様 (たよう)な障害 (しょうがい)への対応 (たいおう)，障害 (しょうがい)のある人 (ひと)やその家族 (かぞく)の高齢化 (こうれいか)への対応 (たいおう)が課題 (かだい)
身体 (しんたい)障害 (しょうがい)は65歳 (さい)以上 (いじょう)，精神 (せいしん)障害 (しょうがい)は18～64歳代 (さいだい)が多 (おお)く，知的 (ちてき)障害 (しょうがい)は18歳 (さい)未満 (みまん)の割合 (わりあい)が約 (やく)24％と他 (ほか)の障害 (しょうがい)より割合 (わりあい)が高 (たか)いことから，ライフステージ (らいふすてーじ)に応 (おう)じた的確 (てきかく)な支援 (しえん)が必要 (ひつよう)です。
◇ともに学 (まな)び，働 (はたら)き，社会 (しゃかい)参加 (さんか)する社会 (しゃかい)づくりが課題 (かだい)
障害 (しょうがい)のある子 (こ)どもについては，障害 (しょうがい)の早期 (そうき)発見 (はっけん)・早期 (そうき)対応 (たいおう)，療育 (りょういく)の充実 (じゅうじつ)とともに，子 (こ)ども同士 (どうし)が学校 (がっこう)や地域 (ちいき)の中 (なか)でともに学 (まな)び，遊 (あそ)び，豊 (ゆた)かな人間 (にんげん)関係 (かんけい)をつくっていくことが求 (もと)められています。就学前 (しゅうがくまえ)から就学後 (しゅうがくご)，就労 (しゅうろう)までの一貫 (いっかん)した切 (き)れ目 (め)のない支援 (しえん)体制 (たいせい)の確立 (かくりつ)が課題 (かだい)です。
◇情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)・相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)が課題 (かだい)
障害 (しょうがい)のある人 (ひと)やその家族 (かぞく)の高齢化 (こうれいか)への対応 (たいおう)が求 (もと)められる中 (なか)，利用 (りよう)が進 (すす)まない成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)の利用 (りよう)促進 (そくしん)が必要 (ひつよう)です。
◇障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)等 (とう)の充実 (じゅうじつ)と総合的 (そうごうてき)な支援 (しえん)ネットワーク (ねっとわーく)の構築 (こうちく)が課題 (かだい)
知的 (ちてき)障害 (しょうがい)のある人 (ひと)などの生活 (せいかつ)や意思 (いし)決定 (けってい)の支援 (しえん)，親 (おや)亡 (な)き後 (あと)の生活 (せいかつ)設計 (せっけい)及 (およ)び生活 (せいかつ)の安心 (あんしん)の確保 (かくほ)，精神 (せいしん)障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の不安 (ふあん)や急性期 (きゅうせいき)ケア (けあ)など，地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)に向 (む)けて，密度 (みつど)の濃 (こ)いサービス (さーびす)体制 (たいせい)をつくっていく必要性 (ひつようせい)が高 (たか)まっています。


[image: ]Ⅱ (に)　基本的 (きほんてき)な考 (かんが)え方 (かた)


基本 (きほん)理念 (りねん)



ともに生 (い)きる　うるおいのある　まちをめざして



基本 (きほん)目標 (もくひょう)




基本 (きほん)目標 (もくひょう)１
あたたかな安心 (あんしん)できるまちづくり
●助 (たす)け合 (あ)いのあるまちづくり
●活動 (かつどう)しやすい安心 (あんしん)・安全 (あんぜん)なまちづくり
●権利 (けんり)擁護 (ようご)の推進 (すいしん)






基本 (きほん)目標 (もくひょう)３
就労 (しゅうろう)や多様 (たよう)な社会 (しゃかい)参加 (さんか)の促進 (そくしん)
●就労 (しゅうろう)支援 (しえん)と働 (はたら)く場 (ば)づくり
●生 (い)きがいのある生活 (せいかつ)支援 (しえん)
基本 (きほん)目標 (もくひょう)２
どの子 (こ)もいきいきと育 (そだ)つまちづくり
●障害 (しょうがい)への早期 (そうき)対応 (たいおう)
●療育 (りょういく)・教育 (きょういく)の充実 (じゅうじつ)






基本 (きほん)目標 (もくひょう)４
総合的 (そうごうてき)な福祉 (ふくし)サービス (さーびす)の提供 (ていきょう)
●サービス (さーびす)提供 (ていきょう)の基盤 (きばん)整備 (せいび)
●福祉 (ふくし)サービス (さーびす)の提供 (ていきょう)
●一体的 (いったいてき)な支援 (しえん)ネットワーク (ねっとわーく)の強化 (きょうか)








基本的 (きほんてき)視点 (してん)




一人 (ひとり)ひとりの主体性 (しゅたいせい)の尊重 (そんちょう)
障害 (しょうがい)により添 (そ)うまちづくり



切 (き)れ目 (め)のない総合的 (そうごうてき)な支援 (しえん)
権利 (けんり)擁護 (ようご)と安心 (あんしん)・安全 (あんぜん)の確保 (かくほ)


	


[image: ]Ⅲ (さん)　障害者 (しょうがいしゃ)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)等 (とう)の見込 (みこみ)


サービス (さーびす)確保 (かくほ)の方針 (ほうしん)




【国 (くに)の指針 (ししん)】
	障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)及 (およ)び障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)作成 (さくせい)の留意点 (りゅういてん)
	
	障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)の
提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の確保 (かくほ)に関 (かん)する基本的 (きほんてき)考 (かんが)え方 (かた)

	●障害 (しょうがい)のある人 (ひと)等 (とう)の自己 (じこ)決定 (けってい)の尊重 (そんちょう)と意思 (いし)決定 (けってい)の支援 (しえん)
●市町村 (しちょうそん)を基本 (きほん)とした身近 (みぢか)な実施 (じっし)主体 (しゅたい)と障害 (しょうがい)種別 (しゅべつ)によらない一元的 (いちげんてき)な障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)の実施 (じつし)等 (とう)
●入所 (にゅうしょ)等 (とう)から地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)，地域 (ちいき)生活 (せいかつ)の継続 (けいぞく)の支援 (しえん),就労 (しゅうろう)支援 (しえん)等 (とう)の課題 (かだい)に対応 (たいおう)したサービス (さーびす)提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の整備 (せいび)
●地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)に向 (む)けた取組 (とりくみ)
●障害児 (しょうがいじ)の健 (すこ)やかな育成 (いくせい)のための発達 (はったつ)支援 (しえん)
	
	

	
	
	●障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)等 (とう)の提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の確保 (かくほ)
●障害児 (しょうがいじ)支援 (しえん)の提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の確保 (かくほ)
●相談 (そうだん)支援 (しえん)の提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の確保 (かくほ)



【市 (し)の方針 (ほうしん)】
	これまでの実績 (じっせき)と今後 (こんご)のニーズ (にーず)の見込 (みこ)みを踏 (ふ)まえ，一人 (ひとり)ひとりが必要 (ひつよう)な時 (とき)に必要 (ひつよう)なサービス (さーびす)を利用 (りよう)して安心 (あんしん)で健 (すこ)やかな生活 (せいかつ)を継続 (けいぞく)していくことができるよう，障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)や地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)等 (とう)の充実 (じゅうじつ)を図 (はか)り，有効 (ゆうこう)なサービス (さーびす)の提供 (ていきょう)を図 (はか)ります。

	●地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)
◇地域 (ちいき)生活 (せいかつ)基盤 (きばん)の整備 (せいび)や，施設 (しせつ)等 (とう)から地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)支援 (しえん)
◇障害 (しょうがい)特性 (とくせい)に応 (おう)じた支援 (しえん)
◇障害者 (しょうがいしゃ)雇用 (こよう)・就労 (しゅうろう)の促進 (そくしん)
●多様化 (たようか)するニーズ (にーず)への対応 (たいおう)
◇知的 (ちてき)障害 (しょうがい)，精神 (せいしん)障害 (しょうがい)，発達 (はったつ)障害 (しょうがい)，難病 (なんびょう)など外 (そと)からわかりにくい障害 (しょうがい)への対応 (たいおう)（相談 (そうだん)支援 (しえん)，就労 (しゅうろう)支援 (しえん)，外出 (がいしゅつ)支援 (しえん)，意思 (いし)決定 (けってい)支援 (しえん)等 (とう)の充実 (じゅうじつ)）
◇障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の高齢化 (こうれいか)・重度化 (じゅうどか)，高齢化 (こうれいか)する家族 (かぞく)への支援 (しえん)も含む (ふく　)支援 (しえん)（医療 (いりょう)と福祉 (ふくし)の連携 (れんけい)，介護 (かいご)保険 (ほけん)サービス (さーびす)との調整 (ちょうせい)等 (とう)を検討 (けんとう)）
	●適正 (てきせい)なサービス (さーびす)利用 (りよう)の推進 (すいしん)
◇自己 (じこ)決定 (けってい)と自己 (じこ)選択 (せんたく)によるサービス (さーびす)利用 (りよう)の推進 (すいしん)（相談 (そうだん)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)）
◇支援 (しえん)区分 (くぶん)の適切 (てきせつ)な判定 (はんてい)とケア (けあ)マネジメント (まねじめんと)
◇ＰＤＣＡ (ぴーでぃーしーえー)サイクル (さいくる)の導入 (どうにゅう)
●各種 (かくしゅ)サービス (さーびす)の連携 (れんけい)強化 (きょうか)
◇市 (し)の運営 (うんえい)する施設 (しせつ)と民間 (みんかん)施設 (しせつ)の連携 (れんけい)（相談 (そうだん)支援 (しえん)，サービス (さーびす)提供 (ていきょう)）
◇社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)との連携 (れんけい)（ふれあいネットワーク (ねっとわーく)，各種 (かくしゅ)サービス (さーびす)，人材 (じんざい)育成 (いくせい)等 (とう)）
◇学校 (がっこう)や企業 (きぎょう)との連携 (れんけい)（療育 (りょういく)から教育 (きょういく)，就労 (しゅうろう)に至 (いた)る一体的 (いったいてき)支援 (しえん)体制 (たいせい)）



[image: ]
障害者数 (しょうがいしゃすう)の推移 (すいい)


平成 (へいせい)25年 (ねん)をピーク (ぴーく)に減少 (げんしょう)に転 (てん)じ推移 (すいい)している本市 (ほんし)の総人口 (そうじんこう)は，今後 (こんご)とも少子 (しょうし)高齢化 (こうれいか)の進行 (しんこう)とともにさらに減少 (げんしょう)していく見通 (みとお)しにあります。一方 (いっぽう)，障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)は増加 (ぞうか)を続 (つづ)け，今後 (こんご)とも増加 (ぞうか)していくことが見通 (みとお)されます。特 (とく)に，精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)（精神 (せいしん)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)）数 (すう)は，18～64歳 (さい)を中心 (ちゅうしん)に各年齢層 (かくねんれいそう)で増加 (ぞうか)し，997人 (にん)（14.6％増 (ぞう)）になると予測 (よそく)されます。
これまで
これから

[image: ]

成果 (せいか)目標 (もくひょう)




	項目 (こうもく)（指標 (しひょう)）
	実績 (じっせき)
（平成 (へいせい)28年度 (ねんど)末 (まつ)）
	
	目標値 (もくひょうち)
（平成 (へいせい)32年度 (ねんど)末 (まつ)）

	福祉 (ふくし)施設 (しせつ)の入所者 (にゅうしょしゃ)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)（施設 (しせつ)入所者数 (にゅうしょしゃすう)）
	174人 (にん)
	
	190人 (にん)

	精神 (せいしん)障害 (しょうがい)にも対応 (たいおう)した地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケアシステム (けあしすてむ)の構築 (こうちく)【新設 (しんせつ)】
（精神 (せいしん)障害 (しょうがい)に対応 (たいおう)した保健 (ほけん)，医療 (いりょう)，福祉 (ふくし)関係者 (かんけいしゃ)の協議 (きょうぎ)の場 (ば)）
	-
	
	設置 (せっち)

	地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)の整備 (せいび)
	-ｚｚ

	
	整備 (せいび)

	一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への移行 (いこう)（一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)移行者数 (いこうしゃすう)）
	26人 (にん)
	
	39人 (にん)

	就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（利用者数 (りようしゃすう)）
	82人 (にん)
	
	99人 (にん)

	就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)の事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)ごとの移行率 (いこうりつ)
（就労 (しゅうろう)移行率 (いこうりつ)30%以上 (いじょう)の事業者数 (じぎょうしゃすう)）
	2か所 (しょ)
	
	4か所 (しょ)

	就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)1年後 (ねんご)の就労 (しゅうろう)定着率 (ていちゃくりつ)【新設 (しんせつ)】 (）)
	-
	
	80%以上 (いじょう)




[image: ]
サービス量 (さーびすりょう)等 (とう)の見込 (みこみ)（活動 (かつどう)指標 (しひょう)）


障害 (しょうがい)のある人 (ひと)への福祉 (ふくし)サービス (さーびす)は，「訪問 (ほうもん)系 (けい)サービス (さーびす)」・「日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)系 (けい)サービス (さーびす)」・「居住 (きょじゅう)系 (けい)サービス (さーびす)」の３類型 (るいけい)から成 (な)る「指定 (してい)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)」と，「相談 (そうだん)支援 (しえん)」「地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)」からなります。
「地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)」は，利用料 (りようりょう)等 (など)具体的 (ぐたいてき)な内容 (ないよう)を市町村 (しちょうそん)が主体的 (しゅたいてき)に，地域 (ちいき)の実情 (じつじょう)と利用者 (りようしゃ)の状況 (じょうきょう)に応 (おう)じて決定 (けってい)するサービス (さーびす)であり，土浦市 (つちうらし)の実情 (じつじょう)に即 (そく)して適切 (てきせつ)なサービスメニュー (さーびすめにゅー)を確保 (かくほ)します。
【障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)等 (とう)の体系 (たいけい)】
	＜区分 (くぶん)＞
	
	＜サービス (さーびす)＞
	
	＜区分 (くぶん)＞
	
	＜サービス (さーびす)＞

	指定障害福祉サービス
	
	訪問系
	
	居宅介護（ホームヘルプ）
	
	地域生活支援事業
	
	参加・交流促進
	
	（★理解促進研修・啓発事業）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	重度訪問介護
	
	
	
	
	
	（★自発的活動支援事業）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	同行援護
	
	
	
	
	
	スポーツ・レクリエーション教室開催等事業

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	行動援護
	
	
	
	
	
	（文化芸術活動振興）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	重度障害者等包括支援
	
	
	
	
	
	（就業・就労支援）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	日中活動系
	
	生活介護
	
	
	
	意思疎通・
移動支援
	
	★意思疎通支援事業

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	自立訓練（機能訓練）
	
	
	
	
	
	★手話奉仕員養成研修事業

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	自立訓練（生活訓練）
	
	
	
	
	
	奉仕員養成研修

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	就労移行支援
	
	
	
	
	
	点字・声の広報等発行事業

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	就労継続支援A型
	
	
	
	
	
	★移動支援事業

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	就労継続支援B型
	
	
	
	日常生活支援
	
	★地域活動支援センター

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	就労定着支援　【新規】
	
	
	
	
	
	訪問入浴サービス事業

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	療養介護
	
	
	
	
	
	生活訓練等

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	短期入所（ショートステイ）
	
	
	
	
	
	日中一時支援事業

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	居住系
	
	共同生活援助（グループホーム）
	
	
	
	
	
	（相談支援事業所等における通院支援体制確保）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	施設入所支援
	
	
	
	
	
	（地域移行のための安心生活支援）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	自立生活援助　【新規】
	
	
	
	
	
	★日常生活用具給付等事業

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	相談支援
	
	計画相談支援
	
	
	
	相談・権利擁護
	
	★相談支援事業

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	地域移行支援
	
	
	
	
	
	★基幹相談支援センター等機能強化事業

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	地域定着支援
	
	
	
	
	
	（★住宅入居等支援）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	補装具給付事業
	
	
	
	
	
	障害者虐待防止対策支援

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	★成年後見制度利用支援事業

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	★成年後見制度法人後見支援事業

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	（成年後見制度普及事業）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	（地域生活支援拠点事業【新規】）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	★障害支援区分認定等事務



地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)について，★ (ほし)印 (じるし)は必須 (ひっす)事業 (じぎょう)，印 (しるし)のないものは任意 (にんい)事業 (じぎょう)，うち(　)がついていないものが，現在 (げんざい)市 (し)が地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)として実施 (じっし)している事業 (じぎょう)です。

	（１）障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)の充実 (じゅうじつ)

	サービス (さーびす)事業所 (じぎょうしょ)等 (とう)と連携 (れんけい)して，障害 (しょうがい)のある人 (ひと)及び (およ　　)その家族 (かぞく)が安心 (あんしん)して自分 (じぶん)らしい日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)や社会 (しゃかい)参加 (さんか)を実現 (じつげん)していけるよう，サービス (さーびす)の量 (りょう)と質 (しつ)の確保 (かくほ)を図る (はか　　)とともに，サービス (さーびす)の有効 (ゆうこう)な利用 (りよう)（提供 (ていきょう)）を進 (すす)めていきます。


[image: ]
	· 訪問 (ほうもん)系 (けい)サービス (さーびす)


障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の在宅 (ざいたく)生活 (せいかつ)を支える (ささ　　　)介護 (かいご)給付 (きゅうふ)サービス (さーびす)で，本市 (ほんし)では，居宅 (きょたく)介護 (かいご)，同行 (どうこう)援護 (えんご)，重度 (じゅうど)訪問 (ほうもん)介護 (かいご)が利用 (りよう)されています。
◇障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の増加 (ぞうか)，介護 (かいご)する家族 (かぞく)の高齢化 (こうれいか)などとともに，各サービス (かくさーびす)とも利用 (りよう)が増加 (ぞうか)していくことを見込 (みこ)みます。
	区分 (くぶん)
	単位 (たんい)
	平成 (へいせい)28年度 (ねんど)実績 (じっせき)
	
	平成 (へいせい)32年度 (ねんど)見込 (みこみ)

	居宅 (きょたく)介護 (かいご)（ホームヘルプ (ほーむへるぷ)）
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	99
	
	125

	重度 (じゅうど)訪問 (ほうもん)介護 (かいご)
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	4
	
	4

	同行 (どうこう)援護 (えんご)・行動 (こうどう)援護 (えんご)
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	19
	
	26




	· 日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)系 (けい)サービス (さーびす)


施設 (しせつ)に通 (かよ)って受 (う)けるサービス (さーびす)で，介護 (かいご)給付 (きゅうふ)（生活 (せいかつ)介護 (かいご)・療養 (りょうよう)介護 (かいご)，短期 (たんき)入所 (にゅうしょ)），訓練 (くんれん)等 (とう)給付 (きゅうふ)（自立 (じりつ)訓練 (くんれん)，就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)・就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)）からなります。
◇各サービス (かくさーびす)とも利用 (りよう)が増加 (ぞうか)していくことを見込 (みこ)みます。特 (とく)に，一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への移行 (いこう)を積極的 (せっきょくてき)に進 (すす)めることで今後 (こんご)も利用 (りよう)が増加 (ぞうか)することを見込 (みこ)みます。
	区分 (くぶん)
	単位 (たんい)
	平成 (へいせい)28年度 (ねんど)実績 (じっせき)
	
	平成 (へいせい)32年度 (ねんど)見込 (みこみ)

	生活 (せいかつ)介護 (かいご)
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	275
	
	326

	自立 (じりつ)訓練 (くんれん)
（機能 (きのう)訓練 (くんれん)・生活 (せいかつ)訓練 (くんれん)）
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	20
	
	14

	就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	82
	
	99

	就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)A (えー)・B (びー)型 (がた)
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	324
	
	643

	就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)【 (（)新規 (しんき)】
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	-
	
	13

	療養 (りょうよう)介護 (かいご)
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	12
	
	20

	短期 (たんき)入所 (にゅうしょ)（ショートステイ (しょーとすてい)）
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	57
	
	153




	· 居住 (きょじゅう)系 (けい)サービス (さーびす)


[image: ]共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)（グループホーム (ぐるーぷほーむ)）と施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)支援 (しえん)からなります。
◇施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)支援 (しえん)は，地域 (ちいき)の実情 (じつじょう)をふまえ，実 (じつ)人数 (にんずう)の増加 (ぞうか)を見込 (みこ)みます。共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)は，自立 (じりつ)生活 (せいかつ)を目指 (めざ)す人 (ひと)の増加 (ぞうか)及び (および)施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)等 (とう)の地域 (ちいき)移行 (いこう)に伴 (ともな)い，利用 (りよう)が増加 (ぞうか)していくことを見込 (みこ)みます。
	区分 (くぶん)
	単位 (たんい)
	平成 (へいせい)28年度 (ねんど)実績 (じっせき)
	
	平成 (へいせい)32年度 (ねんど)見込 (みこみ)

	共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)
（グループホーム (ぐるーぷほーむ)）
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	81
	
	113

	施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)支援 (しえん)
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	174
	
	190

	自立 (じりつ)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)【新規 (しんき)】
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	-
	
	1




	· 相談 (そうだん)支援 (しえん)


サービス (さーびす)等 (とう)利用 (りよう)計画 (けいかく)の作成 (さくせい)等 (とう)を支援 (しえん)する計画 (けいかく)相談 (そうだん)支援 (しえん)，施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)等 (とう)の地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)，地域 (ちいき)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)からなります。
◇計画 (けいかく)相談 (そうだん)支援 (しえん)は，サービス (さーびす)利用者 (りようしゃ)の増加 (ぞうか)に伴 (ともな)って増加 (ぞうか)することを見込 (みこ)みます。
◇地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)は，施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)等 (とう)が平成 (へいせい)27年度 (ねんど)から平成 (へいせい)32年度 (ねんど)にかけて２人地域 (ちいき)移行 (いこう)する目標 (もくひょう)の達成 (たっせい)に向けて (む　　)，平成 (へいせい)31年 (ねん)以降 (いこう)，年 (ねん)１人 (ひとり)を目安 (めやす)とする利用 (りよう)を見込み (みこ　)，これに伴 (ともな)って地域 (ちいき)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)の利用 (りよう)が進 (すす)むことを見込 (みこ)みます。
	区分 (くぶん)
	単位 (たんい)
	平成 (へいせい)28年度 (ねんど)実績 (じっせき)
	
	平成 (へいせい)32年度 (ねんど)見込 (みこみ)

	計画 (けいかく)相談 (そうだん)支援 (しえん)
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)/年 (ねん)
	690
	
	900

	地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	0
	
	1

	地域 (ちいき)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	1
	
	2




	· 補 (ほ)装具 (そうぐ)費 (ひ)給付 (きゅうふ)事業 (じぎょう)


補 (ほ)装具 (そうぐ)費 (ひ)給付 (きゅうふ)事業 (じぎょう)は，日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)の自立 (じりつ)と自己 (じこ)実現 (じつげん)を支 (ささ)える支援 (しえん)として，障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の増加 (ぞうか)などとともに利用 (りよう)の増加 (ぞうか)（適切 (てきせつ)な利用 (りよう)の促進 (そくしん)）を見込 (みこ)みます。
	区分 (くぶん)
	単位 (たんい)
	平成 (へいせい)28年度 (ねんど)実績 (じっせき)
	
	平成 (へいせい)32年度 (ねんど)見込 (みこみ)

	補 (ほ)装具 (そうぐ)費 (ひ)給付 (きゅうふ)事業 (じぎょう)
	件数 (けんすう)
	件 (けん)/年 (ねん)
	280
	
	290



	（２）地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の充実 (じゅうじつ)

	日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)や社会 (しゃかい)参加 (さんか)の円滑化 (えんかつか)に関 (かか)わる支援 (しえん)に加 (くわ)え，障害 (しょうがい)のある人 (ひと)への理解 (りかい)を深 (ふか)めるための支援 (しえん)，障害 (しょうがい)のある人 (ひと)やその家族 (かぞく)，地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)等 (とう)が自発的 (じはつてき)に行 (おこな)う活動 (かつどう)に対 (たい)する支援 (しえん)，成年 (せいねん)後見 (こうけん)の体制 (たいせい)整 (せい)備 (び)を含 (ふく)む相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)等 (とう)が強化 (きょうか)されました。市 (し)では，これまでの事業 (じぎょう)を充実 (じゅうじつ)させるとともに，第 (だい)５期 (き)計画 (けいかく)の期間 (きかん)の中 (なか)で新 (あら)たな事業 (じぎょう)の整備 (せいび)を進 (すす)めていくこととします。


[image: ]
	· 参加 (さんか)・交流 (こうりゅう)促進 (そくしん)


障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の社会 (しゃかい)参加 (さんか)，障害 (しょうがい)のある人 (ひと)とない人 (ひと)の交流 (こうりゅう)を促進 (そくしん)する事業 (じぎょう)です。
◇これまで市 (し)及 (およ)び社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)，各団体 (かくだんたい)等 (とう)が実施 (じっし)してきた研修 (けんしゅう)・啓発 (けいはつ)事業 (じぎょう)，社会 (しゃかい)参加 (さんか)活動 (かつどう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)等 (とう)を第 (だい)５期 (き)計 (けい)画 (かく)期間 (きかん)中 (ちゅう)に充実 (じゅうじつ)させるとともに，新 (あら)たな取 (と)り組 (く)みも検討 (けんとう)していきます。
◇市 (し)では，障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の体力 (たいりょく)の維持 (いじ)向上 (こうじょう)及 (およ)び，地域 (ちいき)社会 (しゃかい)の理解 (りかい)や関心 (かんしん)の向上 (こうじょう)を目的 (もくてき)に，スポーツ (すぽーつ)大会 (たいかい)等 (とう)を開催 (かいさい)しています。今後 (こんご)とも，これらの事業 (じぎょう)を実施 (じっし)していきます。
	区分 (くぶん)
	単位 (たんい)
	平成 (へいせい)28年度 (ねんど)実績 (じっせき)
	
	平成 (へいせい)32年度 (ねんど)見込 (みこみ)

	スポーツ (すぽーつ)・レクリエーション (れくりえーしょん)
教室 (きょうしつ)開催 (かいさい)事業 (じぎょう)等 (とう)
	選手 (せんしゅ)派遣数 (はけんすう)
	実 (じつ)人数 (にんずう)
	190
	
	200




	· 意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)


視覚 (しかく)障害 (しょうがい)及 (およ)び聴覚 (ちょうかく)障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の行政 (ぎょうせい)情報 (じょうほう)の入手 (にゅうしゅ)や行政 (ぎょうせい)手続き (てつづき)の円滑化 (えんかつか)，参加 (さんか)・活動 (かつどう)の機会 (きかい)拡大 (かくだい)を支 (ささ)える事業 (じぎょう)です。
◇障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の社会 (しゃかい)活動 (かつどう)の活発化 (かっぱつか)により，派遣 (はけん)件数 (けんすう)が増加 (ぞうか)していくことを見込 (みこ)みます。
◇市役所 (しやくしょ)の窓口 (まどぐち)への手話通訳者 (しゅわつうやくしゃ)の設置 (せっち)は，当面 (とうめん)，週 (しゅう)２回 (かい)の配置 (はいち)を確保 (かくほ)していくこととします。
	区分 (くぶん)
	単位 (たんい)
	平成 (へいせい)28年度 (ねんど)実績 (じっせき)
	
	平成 (へいせい)32年度 (ねんど)見込 (みこみ)

	手話通訳者 (しゅわつうやくしゃ)・
要約筆記者派遣事業 (ようやくひっきしゃはけんじぎょう)
	派遣 (はけん)件数 (けんすう)
	件 (けん)/年 (ねん)
	81
	
	121

	手話 (しゅわ)奉仕員 (ほうしいん)等 (とう)
養成 (ようせい)研修 (けんしゅう)事業 (じぎょう)
	実利用者数 (じつりようしゃすう)
	人 (にん)
	38
	
	38

	手話通訳設置事業 (しゅわつうやくせっちじぎょう)
	設置 (せっち)件数 (けんすう)
	件 (けん)/年 (ねん)
	141
	
	200

	点字 (てんじ)・声 (こえ)の広報 (こうほう)など
発行 (はっこう)事業 (じぎょう)
	発行 (はっこう)回数 (かいすう)
	回 (かい)/年 (ねん)
	24
	
	24




	· 移動 (いどう)支援 (しえん)


障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の行動 (こうどう)範囲 (はんい)，社会 (しゃかい)参加 (さんか)の拡大 (かくだい)を支 (ささ)える事業 (じぎょう)です。
◇障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の増加 (ぞうか)，介助 (かいじょ)する家族 (かぞく)の高齢化 (こうれいか)などに伴 (ともな)い，移動 (いどう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の利用 (りよう)が増加 (ぞうか)していくことを見込 (みこ)みます。
	区分 (くぶん)
	単位 (たんい)
	平成 (へいせい)28年度 (ねんど)実績 (じっせき)
	
	平成 (へいせい)32年度 (ねんど)見込 (みこみ)

	移動 (いどう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
	利用 (りよう)件数 (けんすう)
	件 (けん)/年 (ねん)
	578
	
	676




	· 日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)支援 (しえん)


障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)を補完 (ほかん)し，居宅 (きょたく)での生活 (せいかつ)を支 (ささ)えるサービス (さーびす)です。
◇地域 (ちいき)活動 (かつどう)支援 (しえん)センター (せんたー)は，市内 (しない)の居住者 (きょじゅうしゃ)が利用 (りよう)する地域 (ちいき)に密着 (みっちゃく)した活動 (かつどう)の場 (ば)です。市 (し)では，２事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)に委託 (いたく)してそれぞれ基礎的 (きそてき)事業 (じぎょう)，機能 (きのう)強化 (きょうか)事業 (じぎょう)を実施 (じっし)しています。また，精神 (せいしん)障害 (しょうがい)のある人 (ひと)を対象 (たいしょう)に生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)を実施 (じっし)しています。今後 (こんご)もこの体制 (たいせい)を確保 (かくほ)することとします。
◇日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)用具 (ようぐ)給付 (きゅうふ)等 (とう)事業 (じぎょう)は，日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)の自立 (じりつ)と自己 (じこ)実現 (じつげん)を支 (ささ)える支援 (しえん)として，障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の増加 (ぞうか)などとともに利用 (りよう)の増加 (ぞうか)（適切 (てきせつ)な利用 (りよう)の促進 (そくしん)）を見込 (みこ)みます。
◇日中 (にっちゅう)一時 (いちじ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)，在宅 (ざいたく)障害者 (しょうがいしゃ)一時 (いちじ)介護 (かいご)事業 (じぎょう)の利用 (りよう)の増加 (ぞうか)も見込 (みこ)みます。訪問 (ほうもん)入浴 (にゅうよく)サービス (さーびす)事業 (じぎょう)は，少人数 (しょうにんずう)ながら定期的 (ていきてき)な利用 (りよう)があり，今後 (こんご)もサービス量 (さーびすりょう)を確保 (かくほ)していきます。これらのサービス (さーびす)は，介護者 (かいごしゃ)の高齢化 (こうれいか)などにより利用 (りよう)が増 (ふ)えることも見込 (みこ)みます。
	区分 (くぶん)
	単位 (たんい)
	平成 (へいせい)28年度 (ねんど)実績 (じっせき)
	
	平成 (へいせい)32年度 (ねんど)見込 (みこみ)

	地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)センター (せんたー)等 (とう)
	基礎的 (きそてき)事業 (じぎょう)
	施設 (しせつ)数 (すう)
	か所 (しょ)
	2
	
	2

	
	機能 (きのう)強化 (きょうか)事業 (じぎょう)Ⅰ (いち)型 (がた)
	施設 (しせつ)数 (すう)
	か所 (しょ)
	1
	
	1

	
	機能 (きのう)強化 (きょうか)事業 (じぎょう)Ⅱ (に)型 (がた)
	施設 (しせつ)数 (すう)
	か所 (しょ)
	1
	
	1

	
	機能 (きのう)強化 (きょうか)事業 (じぎょう)Ⅲ (さん)型 (がた)
	施設 (しせつ)数 (すう)
	か所 (しょ)
	0
	
	0

	
	生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	2
	
	2

	各種 (かくしゅ)日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)支援 (しえん)
	訪問 (ほうもん)入浴 (にゅうよく)サービス (さーびす)事業 (じぎょう)
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	2
	
	3

	
	日中 (にっちゅう)一時 (いちじ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	215
	
	367

	
	在宅 (ざいたく)障害者 (しょうがいしゃ)一時 (いちじ)介護 (かいご)事業 (じぎょう)
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	実 (じつ)人数 (にんずう)
	20
	
	16

	
	日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)用具 (ようぐ)給付 (きゅうふ)等 (とう)事業 (じぎょう)
	給付 (きゅうふ)件数 (けんすう)
	件 (けん)/年 (ねん)
	3,194
	
	4,213
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	· 相談 (そうだん)・権利 (けんり)擁護 (ようご)


相談 (そうだん)支援 (しえん)は，障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)の利用 (りよう)のみならず，様々 (さまざま)な面 (めん)で障害 (しょうがい)のある人 (ひと)やその家族 (かぞく)により添 (そ)う重要 (じゅうよう)な役割 (やくわり)があります。
◇障害児 (しょうがいじ)・者 (しゃ)が住 (す)み慣 (な)れた地域 (ちいき)で安心 (あんしん)して暮 (く)らしていけるよう様々 (さまざま)な支援 (しえん)を切 (き)れ目 (め)なく提供 (ていきょう)できる仕組 (しく)みを構築 (こうちく)するため，平成 (へいせい)30年度 (ねんど)から地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)事業 (じぎょう)を実施 (じっし)します。
◇市 (し)と基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター (せんたー)の連携 (れんけい)を基軸 (きじく)に，各相談 (かくそうだん)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)の機能 (きのう)強化 (きょうか)を支援 (しえん)するとともに，相互 (そうご)に連携 (れんけい)して相談 (そうだん)への対応力 (たいおうりょく)を高 (たか)めていくこととします。
◇社会福祉協議会 (しゃかいふくしきょうぎかい)に設置 (せっち)した「成年 (せいねん)後見 (こうけん)センター (せんたー)つちうら」と連携 (れんけい)し，市長 (しちょう)申立 (もうしたて)などの成年後見制度 (せいねんこうけんせいど)利用支援事業 (りようしえんじぎょう)を実施 (じっし)しています。
	区分 (くぶん)
	単位 (たんい)
	平成 (へいせい)28年度 (ねんど)実績 (じっせき)
	
	平成 (へいせい)32年度 (ねんど)見込 (みこみ)

	地域生活支援拠点事業 (ちいきせいかつしえんきょてんじぎょう)
	実施 (じっし)施設 (しせつ)数 (すう)
	か所 (しょ)
	-
	
	1

	相談支援事業 (そうだんしえんじぎょう)
	実施 (じっし)施設 (しせつ)数 (すう)
	か所 (しょ)
	4
	
	4

	基幹相談支援センター等機能強化事業 (きかんそうだんしえんせんたーとうきのうきょうかじぎょう)
	実施 (じっし)施設 (しせつ)数 (すう)
	か所 (しょ)
	3
	
	3

	住宅入居等支援 (じゅうたくにゅうきょとうしえん)
	実施 (じっし)施設 (しせつ)数 (すう)
	か所 (しょ)
	-
	
	-

	障害者虐待防止対策支援事業 (しょうがいしゃぎゃくたいぼうしたいさくしえんじぎょう)
	実施 (じっし)施設 (しせつ)数 (すう)
	か所 (しょ)
	1
	
	1

	成年後見制度利用支援事業 (せいねんこうけんせいどりようしえんじぎょう)
	市長 (しちょう)申立 (もうしたて)件数 (けんすう)
	件 (けん)/年 (ねん)
	0
	
	1

	成年後見制度法人後見支援事業 (せいねんこうけんせいどほうじんこうけんしえんじぎょう)
	実施 (じっし)の有無 (うむ)
	有 (あり)・無 (なし)
	無 (なし)
	
	無 (なし)



Ⅳ (よん)　障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)等 (とう)の見込 (みこみ)


成果 (せいか)目標 (もくひょう)




	項目 (こうもく)（指標 (しひょう)）
	実績 (じっせき)
（平成 (へいせい)29年度 (ねんど)末 (まつ)）
	
	目標値 (もくひょうち)
（平成 (へいせい)32年度 (ねんど)末 (まつ)）

	児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センター (せんたー)の設置 (せっち)【新設 (しんせつ)】
	1か所 (しょ)
	
	1か所 (しょ)

	保育所 (ほいくしょ)等 (とう)訪問 (ほうもん)支援 (しえん)の実施 (じっし)【新設 (しんせつ)】
	0か所 (しょ)
	
	1か所 (しょ)

	重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障害児 (しょうがいじ)を支援 (しえん)する児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)【新設 (しんせつ)】
	0か所 (しょ)ｚｚ

	
	１か所 (しょ)

	重症 (じゅうしょう)心身 (しんしん)障害児 (しょうがいじ)を支援 (しえん)する放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス (でいさーびす)事業所 (じぎょうしょ)の確保 (かくほ)【新設 (しんせつ)】
	1か所 (しょ)
	
	2か所 (しょ)

	医療的 (いりょうてき)ケア児 (けあじ)支援 (しえん)のための関係 (かんけい)機関 (きかん)の協議 (きょうぎ)の場 (ば)の設置 (せっち)【新設 (しんせつ)】
	-
	
	設置 (せっち)
（平成 (へいせい)30年度 (ねんど)末 (まつ)）
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サービス量 (さーびすりょう)等 (とう)の見込 (みこみ)（活動 (かつどう)指標 (しひょう)）


障害児 (しょうがいじ)への福祉 (ふくし)サービス (さーびす)は，「訪問 (ほうもん)系 (けい)サービス (さーびす)」・「日中活動系サービス (にっちゅうかつどうけいさーびす)」から成る (な　)「指定 (してい)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)」と「児童 (じどう)福祉法 (ふくしほう)によるサービス (さーびす)」及 (およ)び「地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)」からなります。
【児童 (じどう)福祉 (ふくし)法 (ほう)によるサービス (さーびす)の体系 (たいけい)】　
　 　 　　＜区分 (くぶん)＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜サービス (さーびす)＞
児童福祉法によるサービス
障害児通所支援
児童発達支援
放課後等デイサービス
保育所等訪問支援
医療型児童発達支援
居宅訪問型児童発達支援【新規】
障害児相談支援










	· 訪問 (ほうもん)系 (けい)サービス (さーびす)


障害児通所 (しょうがいじつうしょ)支援 (しえん)は，従来 (じゅうらい)の障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)体系 (たいけい)から区分 (くぶん)され，一人 (ひとり)ひとりの成長 (せいちょう)，発達 (はったつ)に即 (そく)した支援 (しえん)への体制 (たいせい)が強化 (きょうか)されています。
◇障害 (しょうがい)のある子 (こ)どもの増加 (ぞうか)とともに，未就学児 (みしゅうがくじ)を対象 (たいしょう)とする児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)，学童 (がくどう)を対象 (たいしょう)とする放課後 (ほうかご)等 (とう)デイサービス (でいさーびす)ともに利用 (りよう)が増加 (ぞうか)していくことを見込 (みこ)みます。これに伴 (ともな)い，障害児 (しょうがいじ)相談 (そうだん)支援 (しえん)の利用 (りよう)の増加 (ぞうか)も見込 (みこ)みます。
	区分 (くぶん)
	単位 (たんい)
	平成 (へいせい)28年度 (ねんど)実績 (じっせき)
	
	平成 (へいせい)32年度 (ねんど)見込 (みこみ)

	児童発達支援 (じどうはったつしえん)
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	210
	
	215

	放課後等デイサービス (ほうかごとうでいさーびす)
	実 (じつ)利用 (りよう)人数 (にんずう)
	人 (にん)
	145
	
	354

	保育所等訪問支援 (ほいくしょとうほうもんしえん)
	実 (じつ)利用者数 (りようしゃすう)
	人 (にん)
	-
	
	85

	医療型児童発達支援 (いりょうがたじどうはったつしえん)
	実 (じつ)利用者数 (りようしゃすう)
	人 (にん)
	-
	
	1

	居宅訪問型児童発達支援 (きょたくほうもんがたじどうはったつしえん)【新規 (しんき)】
	実 (じつ)利用者数 (りようしゃすう)
	人 (にん)
	-
	
	10

	障害児相談支援 (しょうがいじそうだんしえん)
	実 (じつ)利用者数 (りようしゃすう)
	人 (にん)/年 (ねん)
	321
	
	548




[image: ]Ⅴ (ご)　計画 (けいかく)の推進 (すいしん)
計画 (けいかく)の推進 (すいしん)体制 (たいせい)






障害 (しょうがい)のある人 (ひと)に関 (かか)わる施策 (しさく)分野 (ぶんや)は，福祉 (ふくし)だけでなく，保健 (ほけん)，医療 (いりょう)，教育 (きょういく)，就労 (しゅうろう)等 (など)多岐 (たき)にわたるため，計画 (けいかく)の実施 (じっし)は，土浦市 (つちうらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)を中心 (ちゅうしん)に，基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター (せんたー)，療育 (りょういく)支援 (しえん)センター (せんたー)，当事者 (とうじしゃ)，障害者 (しょうがいしゃ)団体 (だんたい)，サービス事 (さーびすじ)業者 (ぎょうしゃ)，社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)等 (とう)との連携 (れんけい)はもちろん，障害 (しょうがい)福祉圏域 (ふくしけんいき)における広域 (こういき)連携 (れんけい)を図 (はか)りながら十分 (じゅうぶん)なサービス (さーびす)提供 (ていきょう)に努 (つと)めます。医療 (いりょう)や就労 (しゅうろう)，介護 (かいご)保険 (ほけん)制度 (せいど)等 (とう)との連携 (れんけい)・調整 (ちょうせい)をはじめ，国 (くに)の制度 (せいど)や県 (けん)の対応 (たいおう)が必要 (ひつよう)な事項 (じこう)については，国 (くに)，県 (けん)の関係 (かんけい)各機関 (かくきかん)との情報 (じょうほう)交換 (こうかん)や必要 (ひつよう)な要請 (ようせい)を行 (おこな)っていきます。
庁内 (ちょうない)においても，各事業 (かくじぎょう)を総合的 (そうごうてき)・効率的 (こうりつてき)・効果的 (こうかてき)に実施 (じっし)していくため，障害 (しょうがい)福祉課 (ふくしか)が中心 (ちゅうしん)となって担当 (たんとう)部署 (ぶしょ)と緊密 (きんみつ)に連携 (れんけい)していくこととします。


計画 (けいかく)の推進 (すいしん)管理 (かんり)


第 (だい)５期 (き)計画 (けいかく)は，「成果 (せいか)目標 (もくひょう)」を設定 (せってい)し，その達成 (たっせい)に向 (む)けて「活動 (かつどう)指標 (しひょう)」を定 (さだ)め，ＰＤＣＡ (ぴーでぃーしーえー)サイクル (さいくる)により達成 (たっせい)状況 (じょうきょう)を毎年 (まいとし)評価 (ひょうか)していくこととします。
【推進 (すいしん)体制 (たいせい)】
障害福祉課 (しょうがいふくしか)
・各分野 (かくぶんや)の担当課 (たんとうか)・社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)等 (とう)と連携 (れんけい)
土浦市地域自立支援協議会 (つちうらしちいきじりつしえんきょうぎかい)
　・各分野 (かくぶんや)と連携 (れんけい)
　・広域 (こういき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)と連携 (れんけい)





【進行 (しんこう)管理 (かんり)の流 (なが)れ】
Ｐlan（計画 (けいかく)）
計画 (けいかく)の策定 (さくてい)
Ｄo（実施 (じっし)）
各担当課 (かくたんとうか)等 (とう)による施策 (せさく)･ (・)事業 (じぎょう)の実施 (じっし)
Ｃheck（評価 (ひょうか)）
主管課 (しゅかんか)による評価 (ひょうか)・分析 (ぶんせき)
Ａction（見直 (みなお)し）
事業 (じぎょう)実施 (じっし)における問題 (もんだい)･ (・)課題 (かだい)への対応 (たいおう)
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